
どんな憲法がほしいのか？ 

上野千鶴子が 
自民党憲法改正草案を 

           斬る 

横浜弁護士会 緊急企画 憲法問題シンポジウム 第３弾 

日時：２０１３年９月２６日（木）19：00～20：45 

                   （18：30開場） 

場所：関内ホール（大ホール） 定員1100名  

講師：上野千鶴子さん 

    

主催：横浜弁護士会・日本弁護士連合会 

問い合わせ先：０４５－２１１－７７０５  

予約不要･入場無料 

講師プロフィール： 
 富山県生まれ。東京大学名誉教授。東京大学大学院教授
を2011年退職。2012年4月から立命館大学特別招聘教授。
認定ＮＰＯ法人ＷＡＮ理事長。長年、日本における女性学・
ジェンダー研究のパイオニアとして活躍。近年は介護とケア
の領域へと研究範囲を拡大。 

 著書に『家父長制と資本制』『近代家族の成立と終焉』（以
上、岩波書店）、『ナショナリズムとジェンダー』（青土社）、
『おひとりさまの老後』（法研）など多数。近刊に『上野千鶴子
が聞く、小笠原先生、ひとりで家で死ねますか？』（共著、朝
日新聞出版）、『＜おんな＞の思想』（集英社インターナショ

ナル）など。  
岡戸雅樹撮影  

当会ＨＰもご覧下さい 



  横浜弁護士会では、憲法問題を考える連続シンポジ
ウムを開催しています。 

   昨年公表された自民党憲法改正草案は、国防軍の創設
を打ち出したばかりか、「公益及び公の秩序」による人権の制
限を認めたり、天皇を元首として、国民に国旗及び国歌の尊
重義務を課したり、家族の尊重を掲げたりなど、個人の尊重を
大きく後退させ、国家や社会の利益を優先するという極めて復
古調の色合いが強いものです。 
  自民党憲法改正草案の何が問題なのか、これによって私
たちの社会や生活はどう変わるのか、そして私たちはどんな憲
法を望むのかについて、上野千鶴子さんと共に考えたいと思い
ます。 

   皆様のご参加をお待ちしております。 

           
            予約不要・入場無料 

  横浜弁護士会「法の日」週間記念行事 


